
1 はじめに

本校の特殊学級(知的障害児文寸象)が昭和如年に設置されて以来、101名の卒業生を出してぃる。

その間の進路先を見ると、町工場に就職して、その勤勉さを認められて信頼を勝ち得て頑張っている

者、転職をしても頑張っている者、転職を繰り返して挫折した者、自立を目指して施設や病院に入っ

ナこ者、在宅で自立を目指している者、中にはイギリスで菓子職人として頑張っている者など卒業生の

進路は様々である。

その進路も本校特殊学級創設期と20年九っ九現在とでは大きな変化が見られる。創設期にはほとん

ど大半の卒業生力洞等かの形で就職をしていたが、ここ数年来は施設に行く者が多くなってぃる。こ

れは昨今の社会情勢(特に卒業生の多くを吸収してきてい九製造業分野での構造変化で急、激な省力化

が進んできている)で求人が減ってきていることにもよるが、最大の要因はここ数年来の在校生の障

害が重度化してきていることである。

従って本校の進路指導も障害の多様化、重度化に対応させるよう努力してき九。

1 進路指導1こ関する基本的な考え方

健常児の教育では指導要領に基づく一定の指導内容が最初に決められるが、特殊教育の場合、個々

の生徒の実態や教官の技量、施設設備等に応じて指導内容が決まってくる。61年度は専任教官4名、

1年男 4、女2、 2年、男 5、女2、 3年女3、生徒合計16名でスタートしナこ。

1.生徒の実態(昭和61年度)

表1.知能指数別生徒数

養護学級の進路指導について

加田紀機・足立克洋・三島修治・糸賀真由美

年10
40~
49

2

5

50~
59

3

0

4

言語

60~
69

3

2

合計

70~
79

生徒16名中、登下校の要介助者1名を含め在校生の能力差は大きい。松江市内の国公立合わせ九9

校の中でも比較的障害が重い方である。市内特殊学級の各種合同運動関係行事の成績を見ると一目瞭

然で、ここ数年下位でイ氏迷している。

12

0

0

80

以上

0

0

0

2

0

2

0

0

表2.主な障害別生徒数

0

0

0

障害名

6

ダウン氏症候群

0

0

水

7
聴覚障

0

頭

3

1年

心臓疾患

16

症

2年

3

自閉的傾向

障

0

抗テンカン郵明胴中

3年

2

0

口計

2

0

5

備

0

女子2名

2

0

2

2

考

0

2

難1軟女子1名)

4

79

0

0

吃日、構音障害3、
窯'1 -'

2 手休1済み

4 男子3、女子1

害

害

計口

9
下

3
以



2.基本的な指導方針

島キ艮県では高等学校力墜備され、健常児の進学率が100%に近いのに比べ、知恵遅れ対象の高等部

の定員は極端に少なく、全県下で20名しかいない。このような状況なので義務教月の最後の3年間で

ある中学校では進路の選択が大きな課題の1つになっている。従来のように現実社会を想定し、どん

どんと追い込むような指導(例えば作業学習や職場実習)もしているが、障害の重い生徒の場合、生徒

一人ひとりがそのもてる力を自分から十分生かせるような鍛え方(自ら学ぶ力の習得)の方が、長い

目で見九とき、より効果的との考え方に立ち、日々の指導の積み重ねを大切にしている。このような

基本的な考え方で本校の生徒の実態を踏まえ、

①情緒の安定をはかる

②健康な体力の維持増進をはかる

⑧集団への適応をはかる

④身辺自立を中心に個に応じた自主性を育てる学習

⑤家庭との連携を密に保つ

これら5つを基盤に教育課程を編成し、指導している。

①の情緒の安定は学校生活の基本的な条件で、総ての学習の出発点と考えている。情緒の安定など

は直接指導できるものではないが学校生活全般を通して、生徒が安心して学習できる場、適切な学習

集団の編制、みんなから認められる場、個々の発達に応じて自主的に何かをしょうとする場作りに重

点をおいている。

②にっいて、健康な体力を維持には適度の運動は不可欠であるにもかかわらず社会全体があまり体

力を使わないような仕組みになっているうえ、障害を持っているということで更に体を動かさない傾

向がある。健康は人生の財産である。そこで年間を通じて校外学習やスィミングスクールなどあらゆ

る機会を捉えて体を鍛えるように心がけている。

③の集団への適応に関して、本来灯乱は他人との関わりの中で本当に育っと言われている0 本校で

も普通学級併設の特殊学級の特徴を出来るだけ生かし、4集団の中で対人関係を重視し九1.導が大切

であると考えてぃる。個人指導も必要に応じて、集団学習への過程として大切にしている0

④個に応じ九学習にっいて、出来るだけ具体的で分かり易い授業。自分の事はできるだけ自分で解

决出来るような授業、学習の定着化の九め繰り返しの指導を基本としている。授業が分かれは自然に

意欲が湧き、自主性も育っはずである。そのためには徹底しナこ生徒理解と、教材研究が必要である0

⑤家庭との連携にっいて、学校では日々の連絡帳、学級だより、全学年だより、週刊の養護学級だ

より「ひまわり」の酉師落を通して料及行事への劾口を積和玉的に呼びかけている。家庭と学校のビデオ'情報

の交換(家庭の要望があれば学校の学習状況を撮っ九テープのコピーもしている)ま九手軽な電話等

でも連絡が密になるよう努力しているが、学習効果をあげ、それが定着するためには単に教師、生徒

間だ'けのやりとりだけでは不十分である。広く社会で、とりわけ家庭内での関わりは学習を深め九り、

次への強い意欲づけになる。そのナこめ、家庭との連携は特に大切にしている。
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皿進路指導の実践例

日々のきめ細かい指導の積み重ね力将来の進路決定に大いに関係してくるが、本稿では各学年毎に

今年度の実践で、進路指導に深い関わりのあるものの中から特徴のあるものにっいて'卞べる。
1. 1年生の取り組み

①学級の係活動において

自分達の学級生活をよりょいものにする九めには、学級のみんなが自分に出来ることを分担し、そ

の仕事をきちんと続けることが大切である。仕事の内容力嚇しかっ九り、一人では続けてやってぃけ

そうにないような係にっいては、上級生の助けを借りて^に活動を重ねてぃくようにしてぃる。現
在、取り組ませている係の仕事には次のようなものがある。

'新聞受けから購読の新聞を毎日取ってくる。・次の日の学習予定を板圭する。.花壇や植木鉢に水
をやる0 '鶏に餌と水をやる。.学級図書の整理をする。・御明&、体棚艮、作判Rの着替えの点検を

する0 '学級通信や学習週予定表などを掲示する。・爪、ハンカチ、チリ紙、歯磨きなどの衛生検査

をする0 '朝、湯を沸かしてポットに入れる。・トレーニング時に用目などを準備したり、片付けた

りする0 '昼食用湯呑みを運んで配ったり、洗ったりする。・昼食用のお茶を準備し九り、片付け九
りする。・日直日誌をつけ、戸締りをする。

この様な係活動を毎日進めながら、週末に学級会を設け、みんなの行動を反省したり、各係の取り
組みを発表し九りし、またよい点をみんなでほめ合っ九りしている。

②作業的学習

学校での作業的学習として、畑での野菜作り(ジャガイモ、キュウリ、ナス、ピーマン、トマト、

さっまいも、大根、カブ、ねぎなど)やゞ活版印刷作業(映画会員証や年賀状)、セメントブロ、ク

の製造、木工耿田、花壇の表示板や草取り用具など)、調理軟欠飯、味噌汁、カレーライス、サラダ、

バーベキュー、おでんなど)、カレンダー作り、文集作りなどをとり入れている。これらの作業的学

習を繰り返し積み重ねていき、見通しをもって行動する力や、作業における忍耐力、それぞれの作業

能力の向上を大きな目標とし、上級生と共に、時には小グループ化して活動をおこなってぃる。
1年生においては、これらの作業に対して未経験な事が多く、その体験も希少である。細かな作業

動作よりも、まずは、それぞれの作業内容に対する興味、関心を持九せ、作業的な場の雰囲気に慣れ

させ、体を動かし活動することの楽しみ・喜びを味わわせていくことを大切にしナこ。

実際の作業場面で次のような姿がしばしぱ見られ九。畑の土を起こし畝を作る時に、 K男、 T男は

スコツプで畑の1ケ所を掘り下げ、大穴を掘ることに専念し大喜びした。セメントブロックの製造作

業中に、 K男は作業場を離れ、畑やグランドの方を所せましとネコ車を押し回って、しは'らく帰って
こなかったが、ネコ車の●築rfはうまくなっナこ。

作業においては、その中で必要な道具をまず手にしてみて、用具の使用に慣れてぃき、作業の雰囲

気を肌で感じ取ることが必要である。 K男やT男のような遊び的動きも、作業の初歩的段階では大事

なことで、このような動きを重ねることによって、少しずっ作業の目的的動作にっなげてぃっナこ。
③職場見学

2、 3年生力洛学期に1週問ずっ市内の職場に出かけ実習を行っている、この機会を捉え、 1年生
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は実際に定期バスなどの交通機関を利用し九り、歩い九りして、みんなで上級生の職場実習先に出か

けて行く。そして職場の場所を知り、先輩の働いている様子やその職場の様子などを直接見九り、時

には簡単な作業を^に少しだけやらせてもらっ九りする。この様な体験を通して、職場実習の実際

を理解し、 2年生から始まる自分達の実習に対する心惰えを育てる場ともしている。

④家庭での手伝い

学校での係活動と同様に、各家庭においても生徒が出来そうな仕事もたくさんある。生徒に出来る

だけ手イ云いをするように話し、毎日提出する日記の中にその内容を書くように指導している。そして

時々学級集会で、家での手イ云いの様子を発表させ九り、みんなでほめナこりして意欲を盛り上げるよう

努めている。夏休みや冬休みにも毎日何か手イ云いをし、休み明けに学級会で休み中の生活コンクール

を行い、よく手イ云いをし九生徒に賞を与えて、みんなが仕事に関心を持っように仕向けている。連絡

帳などで、各家庭の保護者に、手イ云いをあたたかく見守り、毎日続けるように励ましてい九だくよう

に協力をお願いしている。

生徒が家で行っている手イ云いには次のようなものがある。

.玄関や部屋の掃除.ごみ捨て・風呂掃除、水入れ・玄関灯や門灯の点灯・戸締り.食器

運び、食器洗い.洗濯、洗濯物干し、取入れ、た九む・靴の整頓・犬の散歩、餌やり.牛乳

とり.新聞とり.留守番・保育所に弟を迎えに行く・買物の荷物運び等である0

この様に自分の出来る仕事を毎日一つずっでもやることにより、各家庭において、家の人に喜んで

もらい、家族の一員としての気持ちも育ち、その仕事ぶりを認めてもらうことで、自分のやってき九

仕事にも自信を持ち始めてきている。家庭との連絡を密にし、手伝いの量や質を広げていくことは、

将来の職業的生活や家庭生活をより豊かに確かにしていく大切な一面である。

2.2年生の取り組み

~単元「広島修学旅行」~

①テーマ「働く人」設定の理由

本校特殊学級に於て実施している週1回の校外学習は、生徒達にと'つて、様々な情報を得る場とな

つている。そこで得た情報が学習の中で大きく取り上げられることも多い。目的地までの過程におい

て見かけるいろいろな働く人九ちの姿もその1つであるが、生徒達は殆ど関心を示さず見過ごしてい

る場合が多い。従って自分達の身近なところでどんな仕事があり、どの様な働く人がいるのか、興味'

関心を高めると同時に普段見る事のない仕事などにも目を向けさせ職業への関心を高める事は、自分

の進路を考えさせるのに大変重要である。本年度の修学旅行はその様な考えから、テーマ「働く人」

を設定し、生徒達が持っている職業への見方を広げようとしナこものである0

②指導の実際(テーマに関わるもの)

①事前学習(昭和61年7月18日~10月6日)

.事前練習校外学習(9月30日)松江から出雲(国鉄、私鉄電車往復)

実際に国鉄利鉄を利用して、その利用の仕方にっいての実態を把握すると同時になれるこ

とが大きなねらいである。今年度は、その他にどんな人たちが働いているのかを注目させよ

うとし九。生徒達は、乗り物の珍しさに気を取られ周囲の働く人への関心は低かっナこので、
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駅員さんや車掌さん、運転手さんの存在を指摘しナこ。

・見学地の学習

各見学地のパンフレット、地図を見ながらイメージをっかませ九。時にはビデオ、写真等

の資料も利用し九。各見学先や乗り物の中で働く人の様子をどの様な視点でみるか指導しナこ。

その際に、生徒の五感を利用して確認できるという観点から次のように設定し九。

どんな仕事をしておられましたか。

どんな服装をしておられまし九か。

どんな臭いがしていました力、

明るさはどうでし九力、

男の人、女の人とどちらが多かっ九です力、

働いてみ九いですか。(どんなことをし九いですか)

②修学旅行昿島2泊3助本番でみ九働く人

普段見ることのできない自動車工場、新幹線、遊園地、水族館、平和資料館、ま九ホテル

宿泊と、生徒は2泊3日の広島修学旅行を楽しみながら終えることが出来ナこ。見学地や、車

中で見た働く人たちの様子にっいて、生徒はそれぞれの見方で捉えてぃ九。旅行中に得た情

報は、出来るだけVTR等にi己録し、事後学習で使えるようにけこ。まナこ、生徒力凝問に感

じ九点にっいてはその場で質問させて納得するようにした。例えば、ホテルの夕食時に1.M

子は女子従業員力沃朋艮から洋服へ着替えたのを見て不思議に思い、なぜかと質問してきナこ。

すぐに、従業員の方へ直接質問させ、片付けのときには和服より洋服の方が仕事がし易いこ

とを教えてもらっ九。学校での作業時にも服装にっいて指導しているが、改めて機能性にっ

いて確認させる場となっ九。

働く人についての観察の視点に基づいてホテルで夕食時にミ己録させた。

(H ・ T男の記ま珍照)

③事後学習

・修学旅行報告会

旅行の様子や感想を旅行に行かなかっ九1、 3年生や保護者の方々に報告する場を設け九。

旅行中の楽しい場面などのVTRを放映したり、見学地で見九印象的な場面を扮装したり、

模型などを使って舞台で再現して参加者の方々に発表した。働く人にっいて印象に残っ九こ

とは次の様であっ九。

OK ・ S男一・ーエ場の説明係、運転手 ・ M子 マツダの受付の女の人01

OS ・ M男一・・・・マツダエ場の組立の仕事 マツダの受付の女の人R子OS

OS ・ N男一ー・・工場の説明係 T男 ホテルのおじさんOH

OY ・J男一ーーマツダエ場の組立の仕事

徃徒全員が旅行前には発表していない内容を発表した。)

修学旅行の学習を終えて次に呼厶と仕事」という単元で仕事に対する見方を深めていこうとし九。

その学習の中で、私のやりたい仕事を発表させた時、 2年生は修学旅行でみ九仕事を上げてぃ九。
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1・M子は受付の女の人になり九いと、みんなの前で、見九時の様子を発表し九。その時、「電話は

こんな'、うに持っていた。」と指先まできちんと揃えてい九。彼女は受付の仕事の意味はまだ十分に理

解してはいないが、自分のやり九い仕事に対して関心を持ち細かい所まで観察してい九。修学旅行の

学習だけで自分を客観的に見つめる力、物の見方を深める力力清つわけではないが、今回の旅行で少

なくとも普段、目に留まらなかっ九ことに目が向いナこことは確かである。毎日の生活の中にも一人ひ

とりの生徒にその様な力を育てる場を設定していかねばならないと考えている。

「私と仕事」という単元の学習や修学旅行報告会の学習を通して生徒の発表から、仕事や働く人へ

の興味、関心を深めることが出来九といえる。今後、ここの生徒に対して、自己のもつ力とやり九い

仕事を客観的に捉える力を養い自分の進路に就いて考える場を設定していき九い。

広島修学旅行 10月7日~8日は九らくひとのようす
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明るさはど
うでし九か。

おじさんとおぱさん

がおられまし九。

女の人がようふくを
きています。

フライとし

ようゆ

工場の中よ
り明るかう
た。

男の人と女四轟人
でどちらが多か
つたですか。

おじさノしとおばさノし

がようふくをきてい
ます。

(H ・ T男の記録)
3.3年生の取り組み

1、 2年の指導を受けて、 3年では一人ひとりの生徒の進路を具体的に考えながら指導してきた。

本稿では、一人の生徒(N ・ N子)の指導と変容について述べる。

①職場実習

本校の職場実習は作業学習にも積極性の出てきナこ2年生から開始している。 2年生の1学期は通所

授産施設若草園。 2、 3学期は特別養護老人ホームで実習をしナこ。若草園では、張り切って割箸の袋

入れやしおり折り、菓子箱の仕切り組みの作業をし九。実習を終えて自宅にっくとすぐに寝るようだ

つ九が、賠暢からは「最後まで頑張っナこ。仕事が終っ九ことが報告でき九」とほめてい九だいナこ。特

、

電車の中でおじさん
がおられまし九。

海の水
みどり

でノしとう

男の人が多かっ
たです。

おじさんがネクタイ

をきています。

さかな

,工たら

働いてみ九いで
すか。どノゾよこと
をしたいですか。

女の人が多かっ
たです。

おじさんがネクタイ

をきています。

は

(作

男の人が多かっ

たです。

し、

る仕事)

は

(こ

おばけ

女の人が多かっ
ナこです。

でんとう
(資料館の
中)

は

は

し、

ノし)

男の人と女の人

し、

し、

は

し、

でんとう

男の人と女の人

し、

し、

は

し、

男の人が多かっ
たです。

し、

し、

は

し、

し、

し、

ι、

は

し、

し、
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別養護老人ホーム長命園では、「言われ九ことは最後までがんばっ九。返事もきちんと出来るし、仕
事を安心して任せられる。」という評価をもらっナこ。

3年生では、1学期は福田屋という菓子製造工場、 2学期は湖畔茶屋という料理店で実習しナこ。菓

子工場では菓子の袋、箱詰めやシール張り等、じっと立ってする単調な仕事で、本人も余りいい印象

を受けなかっ九ようである。料理店では、自分で様子を見ながら団体客の食事の準備、片付けが出来、
「何事も自分から進んで良く働い九」とほめていただい九。

いろいろな職場へ実習に行き、実習自体にも慣れていっ九が、その中から自分の好きな仕事とか自

分にあった仕事を、「もう一度してみナこい実習は何か、次にやり九い鯖暢はどこ力U という発問で考

えさせ九0 すると「長命園、人のお世話」との答えが返ってき九。教師の側も、彼女は、じっとして

同じ事を繰り返しコツコツやる仕事よりも、周囲に気を配り、体を動かしながら出来る仕事の方がい

いと考えていたので、自分の適、不適等の判断力の確かさを知っ九のである。

②その他の学習の場面

1学期は、学活等を利用して、職場実習を中心に好きな、もう一度やりナこい仕事を考えさせ九。 2

学期はもう少し広い視野で将来の仕事を考えさせるようにし九。特に「私と仕事」という単元では、

修学旅行でいろいろな仕事を見て来た2年生と一緒に、やりたい仕事を考えた。そうすると、小学校

の体育の先生がしナこいという意見が出ナこ。もともと体を動かすことは好きだが、近くのd学校や附,ハ
附中の体育の先生の様子を見て憧れを持っ九ようである。

先生という希望が出九ので、先生をするには、何が必要か考えさせ、国語や算数の勉強をし、漢字

を使うなど、本人が、目標とすることが出てき九。一方、先生になるには、大学で勉強もしなけれは

いけないことなどは説明しておい九。国語と算数、漢字の勉強は、毎日のドリルや日記の指導の中で
継続して行っている。

③生徒(N ・ N子)の実態

昭和46年4月27日生まれ、女性、単純精薄。 8才の時、心房中核欠1員症の手術を受け、完台してぃ

る0 この手休1を受けるまでは、指先も良く動かなかっ九そうであるが、術後は体が丈夫になったとの

ことである。発音が幼児語のようで、勘音なども出にくい、いわゆる構音障害がある。

中学校2年の5月、島根心身障害者職業センターで諸検査を受けているが、コース立方体組Aせテ

ストでIQ66、心身障害児童生徒性格診断検査(PIH)では、不慣れな場面や大きな集団の中では萎

縮しがちであるが、自己中心性や固執性はみられず、情緒的に安定しているとの結果が出ている。学

校生活でも情緒は比較的安定している。

入学してしは'らくは同級生のF・M子とN・ K子との対立に巻き込まれ、自分の気持ちをどう表現

していいのか分からないもどかしさから、床に伏しておいおい泣くことが二度三度あったが、すぐに
安定してき九。

作業学習は、畑作業・印刷など7通り経験しナこ1年生の後半ころから、指示され九ことは積極的に

するようになっ九。

2年生になり下級生も入ってくると、自信のあること、自分が知っていることは、下級生に教える

場面が見られ、言葉も出てきナこ。しかし、まだ、新しいことに対して消極的であっ九。

養護学級の進路指導について
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3年生になると、最上級生という自覚も出て、集団の中でも友達の面倒をよくみたり、自分の気持

ちを抑えて行動出来るようになっナこ。細かいところに気がつき、用事を頼まれても、気が付けばその

用事もついでにやってのけるようになってき九。そういう機会をとらえて、みんなの前で褒めてやる

と本人もやりがいをもって頑張るようになっナこ。ま九、褒めナこついでにもう少し努力すること等を指

摘してやると、普段いやがっていた事にも制戯するようになった。

こうし九学校生活での成長の反面、家庭では言われても何も羽云わず、自分の部屋に1人でこもっ

てテレビを見九りしていることもあったので、お手イ云い表を作って、家庭での手イ云いを奨励し九り、

今日はこれをしょうという目当てを持九せて家へ帰すようにし九。言われ九ことはするが、まだ自分

から積極的にするまでには至っていない。

高等部の就学相談(2学期中旬)を機に、ドリノレ類や日記の漢字等に意欲が出始め九。ま九学校で

始め九「附中食堂」の味噌汁作りにも意欲的に取り組み、その自信で家庭でも自分から手イ云いを申し

出九り、体操服の洗濯を自主的にするような場面も出てきナこ。

保護者の願いはともあれN・ N子の高等部願望は強く、彼女にとってはそれが負担にならず、逆に

その事力学校や、家庭生活の張りになってい九ようである。

合格発表を自分で電話で聞いて、みんなからお祝いの言葉をもらって感激の余り涙が大いに出九。

加田紀機・足立克洋・三島修治・糸賀真由美

察Ⅳ考

今年の実践を通して次のような事が問題点として挙げられ九。

1.生徒への意欲づけ

2.経験領域の拡大(学校や家庭、職場実習先の開拓等)

3.学習の反復

4.集団と個のパランスのとれ九教育課程の編成

5.校内における特殊教育の位置づけ

6.家庭や地域社会との連携

フ.進学希望者数にりンクし九高等部定員の確保、卒業生の実態に即し九進路先の保障

以上を次年度の重点的な研究課題として進路指導に取り組み九い。

表3.過去6年間の進路状況

卒業年次

就職

昭和57年

施設

1人(500

進学

1人(50紛

昭和58年

0人( 00

0人( 0 0

2人(1000

昭和 59年

0人( 0先

1人 a 7%

4人(660

昭和60年

1人 a 7%

1人(20紛

1人(20紛

昭和61年

3人(60紛

1人(25紛

3人(75紛

昭和62年

0人( 0紛

0人(33%

2人(330
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1人(33易

総

4人(18紛

き十

13人(59紛

5人(220

進
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